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The objectives of the present study were to develop video tests to help pupils assess 
movements based on knowledge obtained during physical education classes, and to 
examine the effectiveness of those tests. We prepared tests that simultaneously play 
two videos of “forward roll on the buck,” a vaulting horse exercise, for third graders. 
The videos were selected by teachers to indicate differences in movements regarding 
technical viewpoints of the exercise.  
The analysis of the results of the video tests revealed that a high proportion of 
pupils could correctly describe two viewpoints that teachers had especially 
emphasized, suggesting that the tests enable pupils to successfully complete 
assessments based on the acquired knowledge. 
 



























































































本研究は，2016 年 11 月に，H 県 F 小学校の 3
年 2 クラス(男子 32 人，女子 32 人，計 64 人)に
実施された，同一の教師が同一の計画で指導した
授業を調査対象とした。指導を担当したのは，教
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台上前転の説明
ねこちゃん体操








5 時間の指導計画（表 1）に基づいて実施された。 













































































































その結果，図 3 の動画テストが作成された。 
 
4.2 児童の回答分析 









表 2 問①の回答結果 















点 1 と観点 2 に関する記述の有無について，その
内訳を示したのが表 3 である。 
 
表 3 問①の回答と問②で記述した観点の内訳 
 左 
(正答)
右 両方 計 
観点 1と観点 2の両
方を記述した児童 
20 人 0人 1 人 21 人 
観点 1 のみを記述
した児童 
15 人 3人 1 人 19 人 
観点 2 のみを記述
した児童 




1 人 1人 0 人 2 人 
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観点 1 と観点 2 の両方の観点について記述して
いた児童数が 21 人，観点 1 について記述してい
た児童数は 19 人，観点 2 について記述していた
児童数が 18 人であった。観点 1 と観点 2 の記述
がなかった児童数が 2 人であった。指導者が特に
重点を置いて指導した 2 つの観点をもとに動画の
評価を行っていた児童数は，60 人中 58 人
（96.7％）であった。 
観点 1 と観点 2 の記述がなかった児童 2 人の記
述内容を検討したところ，1 人は観点 3 と観点 4
の両方に関する記述が見られ，もう 1 人は観点 3
に関する記述が見られた。 









一方で，観点 1 と観点 2 の両方の観点について












表 4 である。 
 
表 4 2 つの観点に関する記述の妥当性 
観点 正答 誤答 合計 























て記述していた児童数は，観点 1 と 2 の両方の観
点について記述していた児童数 21 人と，観点 2
について記述していた児童数 18 人の合計 39 名で
あった。そのうち，妥当な評価が行えていたのは，
36 名（92.3％）であった。誤答は，問①で「右」
と回答した 2 人と，「両方」と回答した 1 人の合
計 3 人であった。 
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